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境 を解析する上で重要 と思える化石が得 られた現場
をとり上げ,そこの化石を紹介 し,あわせて産出の
意義について若干の解説を加 えてみたいと思う.













































クル ミの実の化石 (第 2図の 4, 5)の発見は上記
の問題を解 く糸口になるであろう｡









































































4 古次年子地すべ りとチ ョウセンゴヨウ
大石田町の西部,外山から次年子方面に向かい大
里林部落の手前の次年子川右岸には長馬蹄形をした




















(ゴヨウマツ) といった亜高山帯性の花粉 を主体 と
した構成である.したがってこの地層が堆積 した当
時は付近はかなり寒冷であった と考えられる. ここ





































4:マツ属 (ゴヨウマツ)の花粉, 5:トウヒ属の花粉, 6:ツガ属の花粉.
